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• 地域活動への参画
• 支え合いによる地域づくり市民の目標

42%

33%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

平成３０年度 令和３年度

地域活動やボランティアに参加した人※

※「戸田市市民意識調査」中、「地域活動やボランティア活動への参加」の「参加したことがない」の比率を１００％から引く
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行政の目標 • 総合的な相談支援体制
（総合的な相談支援体制の確立）

目的・概要
• 福祉の困りごとに関して、どこに相談したら良いかわからないといった市民に
対し、相談しやすい環境を整備する

・相談員が、複合的な課題を整理し、関係部署、他の関係機関との連携、調整を
図りながら継続的で切れ目のないフォローを実施

目的・概要
• 戸田市内に在住している者及び在住している者の親族等
（戸田市内に生活実態のある者で、住民登録の有無は問わない）

相談体制※ ※業務委託

• 相談員を軸に、併設する「戸田市生活自立相談センター」の相談支援員と連携
を密にし、関係部署、他の関係機関との相互協力を行う

• 相談業務の経験があり、福祉業務に精通している相談員が相談者に寄り添い、
真摯かつ丁寧に対応

• 相談者の状況に応じて、必要な調整を行い、市の関係部署、他の関係機関など
の適切な制度、サービスにつなぐ
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令和２年度 相談者数 ５４名（平均年齢５７．５歳）
令和３年度 相談者数１２１名（平均年齢５７．９歳）
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相談内容別集計 ※上位6件のみ（重複あり）
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相談件数 ７４件（重複あり）
主な相談内容
• 収入・生活費 １５件
• 家探し（転居支援） １４件
• 家族関係 １０件
• 仕事探し ８件
• 病気・障害 ７件
• 食糧支援 ５件

相談件数 １３８件（重複あり）
主な相談内容
• 家探し（転居支援） ４５件
• 収入・生活費 ３１件
• 病気・障害 １２件
• 家族関係 １０件
• 仕事探し ６件
• 食糧支援 ３件
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つなぎ先件数 ７０件（重複あり）
主なつなぎ先
• 生活支援課 １２件
• 収納推進課 ６件
• 不動産仲介会社 ８件
• 社会福祉協議会 ６件
• 地域包括支援センター ５件
• 障害福祉課 ４件

つなぎ先件数 １４８件（重複あり）
• 不動産仲介会社 ３１件
• 障害福祉課 １６件
• 生活支援課 １６件
• 地域包括支援センター ９件
• 社会福祉協議会 ８件
• 収納推進課 ７件
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社協の目標 • 社会福祉協議会の体制強化
• 社会福祉協議会運営強化計画によ
る進捗管理

本計画は平成３０年度から令和４年度
までを計画期間としており、令和３年度
は４年目となります。
３つの取り組み方針の下で事業を行っ

てきましたが、コロナ禍は依然継続して
おり、地域福祉活動にも少なからぬ影響
を及ぼしました。
しかし、これらの経験を踏まえ、様々

な工夫により、年度の後半には休止して
いた事業の再開や新たな試みも始まって
おります。
令和３年度の取組状況を踏まえ、主な

ものについて報告します。

１ 地域で活躍する人の育成と仲間づくり
重点的な取り組み 進捗状況 課題（今後の方向性）

⑴地域で活動する
人材の育成

⑵支部活動への
支援の充実

⑶住民参加の促進と連
携

・新たに、目的型ボランティア育成講座として福祉
学習ボランティア養成講座（全２回）を実施したと
ころ、修了者（８名）によるボランティア団体が立
ち上がった。
・市内の社会福祉法人等との連携・協働のため、連
絡会設置に向けた準備会を２回、代表者会議を１回
開催した。

地域住民の疑問や相談に応
えながら、地域で活躍する人の
育成と仲間づくり支援を継続的
に実施する必要がある。また、
社会福祉法人の地域における公
益的な取組みを進める役割が、
本会に求められている。

２ 地域における生活課題への取り組み
重点的な取り組み 進捗状況 課題（今後の方向性）

⑴相談・情報提供の充
実

⑵多様な主体と連携し
た支援体制構築

⑶権利擁護等に関する
行政との連携

・コミュニティソーシャルワーカーのアウトリーチ
による支援により、深刻な事態に陥る前に相談や介
入を行った。（相談延べ件数５３９件、継続支援実
件数２１件）
・地域の方が気軽に相談できる場として、市内５地
区での出張相談会を、令和２年度５回から、１２回
に増やして実施した。
・ボランティアセンターのページについて、スマー
トフォンで見やすいよう、修正した。

コミュニティソーシャル
ワーカーの周知を図り、要支援
者の早期発見が必要。また、会
議への参加等により関係機関と
の連携を図り、地域における生
活課題への取組みをさらに推進
していかなければならない。生
活課題を解決するためには、支
部や関係機関等と連携を図る必
要がある。

３ 戸田市社会福祉協議会の体制の強化
重点的な取り組み 進捗状況 課題（今後の方向性）

⑴経営管理の強化
⑵地域づくりに向けた
人材確保・育成

⑶活動財源の確保
⑷災害ボランティア体
制の整備

・地域福祉の推進に向けた福祉総務課との協議を実
施した。
・自動販売機の設置について企業と調整し、売上の
中から継続的に寄付を頂くことになった。
・災害ボランティアセンターの設置、運営等につい
て、市と協定を締結し、災害時の連携強化を図った。

次期の計画策定において、活
動目標を明確に示す必要がある。
また、市民・企業等に本会の取
組みを周知、理解いただき、財
源の確保に努めなければならな
い。災害時において、迅速かつ
適切に役割を果たすことができ
るよう、引き続き連携する。


